
① トップクラス
（日本でトップクラス）

② 独自性
（日本で唯一，宇都宮独自）

③ 先駆的
（日本で先駆け）

概　要 特　徴（選定理由） 区　分 開始年度 所管課

・学校徴収金の管理運用において，事務処理の効率化
を図るため，市内全小中学校でインターネットバンキ
ングを導入し，直接金融機関へ出向くことなく，学校
に居ながら金融機関への口座振替依頼や振込などの出
納処理を実施

・市内全小中学校がインターネットバンキングを導
入 先駆的 H29年度 学校管理課

・全国に先駆け策定した「通学路交通安全プログラ
ム」に基づき，教育委員会・学校，道路管理者，警察
が合同で通学路の危険個所の点検を行い，対策を講じ
ている。
・さらに，本市独自に市内全68小学校の各学校周囲
500mをスクールゾーンとして設定し，注意喚起のため
の路面標示及び看板を設置した。

・市立小学校68校すべてにスクールゾーンを一斉
に設定

独自性 H25年度 学校健康課

「全国に誇れる・選ばれるまちづくり事業（日本一施策事業）」
平成３０年度に実施した事業（主なもの）

別紙２

［取組の類型］

活動量やその成果などが客観的・定量的に全国でトップクラスにあるもの

①子育て・教育分野　〔★印は，新たに選定した取組〕

区　分 考え方

地域の資源やアイデアを活用し，宇都宮らしさや独創性・独自性があり，｢宇都宮オリジナル｣や｢宇都宮モデル｣として全国に誇れるもの

市民ニーズや時代の趨勢を見据え，全国に先駆けて取り組むもの

取組名

全小中学校へのインターネット
バンキングの導入

「通学路交通安全プログラム」に
基づく交通安全対策の推進

※こちらの資料は，全６０事業の日本一施策事業の中から，各分野の代表的な事業を掲載したものです。その他の事業については，宇都宮市ホームペー

ジで公表いたします。
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概　要 特　徴（選定理由） 区　分 開始年度 所管課

・運動や検診の受診などの健康づくり活動に対してポ
イントを付与し，貯まったポイントに応じて協賛企業
提供物品等を提供する。
・「自転車のまちうつのみや」の取組と連携して，
「自転車に乗る」活動をポイント付与の対象とするほ
か，地元プロスポーツチームと連携し，試合会場を訪
れた人にポイントを付与している。
・歩数などのランキングを表示する機能やグループ機
能により，励まし合いながら健康づくりに取り組める
ほか，健康情報の提供も可能とした。

・先駆的な取組として，「歩く」・「自転車に乗る」の
活動量の計測に「メッツ・時（METs－ｈ）」を取り入
れ，様々な活動を統一の尺度で計測できるように
したほか，歩数等のグラフ表示による活動状況の
見える化や健康情報の提供も可能とした。
・「自転車のまちうつのみや」の独自の取組として，
「自転車に乗る」をポイント付与の対象とした。

独自性
先駆的

H30年度 健康増進課

・市民や民間事業者等に対して，障がい者への合理的
配慮の提供を促進するための周知啓発動画
・合理的配慮の具体的事例を障がい種別ごとに全６種
類作成し，３０秒動画として放映

・障がい（視覚，聴覚，肢体不自由，知的，精神）の
ある市民が出演し，具体的配慮例をＰＲ
・宇都宮メディアアーツ専門学校の学生・教員が撮
影・編集

独自性 H28年度 障がい福祉課

概　要 特　徴（選定理由） 区　分 開始年度 所管課

・水道施設の機能や特徴を活かしたクリーンエネル
ギーを導入（太陽光発電設備，小水力発電設備ともに
中核市初）
・「再生可能エネルギー利用率」が中核市１位（28年
度末）
　（水道事業ガイドライン(2016年版)指標一覧より）

・中核市の水道事業体で初めて導入
・中核市水道事業体でトップクラス

先駆的
トップクラス

H19年度 水道管理課

市民が安全で安心な消費生活が送れるよう，年末年始
を除き，毎日，相談窓口を開設し，市民からの相談に
適切かつ迅速に対応

・年末年始を除くき，毎日，相談窓口を開設してい
るのは全国で先駆的
・全国の消費生活センターのなかで，相談窓口を
常時開設しているセンターは７９か所でトップクラス

先駆的
トップクラス

H19年度 生活安心課

健康・福祉・医療分野

安心・協働・共生分野

取組名

★健康ポイント事業

障がい者への合理的配慮の提
供に係る周知啓発動画の作成・
放映

取組名

水道施設におけるクリーンエネ
ルギーの導入

消費生活相談窓口の常時開設
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概　要 特　徴（選定理由） 区　分 開始年度 所管課

・FIBAが主催する3人制バスケットボールの国際大会で
ある「FIBA3ｘ3ワールドツアー宇都宮マスターズ」
は，クラブチーム世界一を決める「ワールドツアー
ファイナル」への出場をかけて，世界７都市で行われ
る「マスターズ」のうち，アジア地区代表を決める大
会であり，バンバ市民広場及び二荒山神社参道を会場
に開催
・マスターズ開催へ向けた機運を高めるため，国内
トップリーグ「3ｘ3プレミア・エグゼ」をオリオンス
クエアにおいて開催
・その他，地元商店街協力のもと，オリオン通りで一
般参加型のスポーツ体験イベント等を実施

・日本で唯一，ＦＩＢＡ（国際バスケットボール連盟）
が主催する3人制バスケットボールの世界大会

トップクラス H28年度
都市魅力
創造課

・本市に根付く「大谷石文化」のストーリーを作成
し，単一の市町村でストーリーが完結する「地域型」
の日本遺産の認定を受ける。
・日本遺産認定を契機とし，官民協働の「大谷石文化
推進協議会」を設立し，大谷石文化の保存・活用を通
じた地域活性化事業に取り組む。

・文化庁が全国で100件の認定を目指す日本遺産
として認定を受ける。

先駆的 H30年度 文化課

魅力・交流・文化分野

★「大谷石文化」の日本遺産認
定

FIBA3ｘ3ワールドツアー宇都宮
マスターズの開催

取組名
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概　要 特　徴（選定理由） 区　分 開始年度 所管課

・新たなライフステージに進んだ新小学1年生・新中学
1年生と保護者に対して，特色ある宇都宮産米と啓発パ
ンフレットを配布する「げんきにごはん事業」を実施
し，宇都宮産米の認知度を高め，米の消費拡大に繋げ
るとともに，食育や地産地消の重要性，農業の大切さ
などへの理解を深めてもらう。

・小・中学校1年生をターゲットに，給食ではなく家
庭を対象とした取組で，全国的にも珍しい取組（県
内では初）

独自性
先駆的

H28年度
農林生産
流通課

・冬季の日照時間が長いという，本市の地域特性を活
かした太陽エネルギーの利活用により，家庭からの温
室効果ガス排出量を削減するため，住宅用太陽光発電
システムを軸とした自立・分散型エネルギーの利用を
促進する。

・本市の特性を活かした取組
・新規認定分の導入件数及び導入容量が中核市
１位とトップクラス

トップクラス H28年度 環境政策課

概　要 特　徴（選定理由） 区　分 開始年度 所管課

・立地適正化計画による市街化区域の都市機能誘導等
の取組に加えて，本市独自の市街化調整区域の地域拠
点区域における都市計画制度の効果的な運用により，
都市全体を見渡した観点からＮＣＣ形成を推進

・人口減少社会を見据え，本市の特性を活かし全
国に先駆けて取り組むもの

先駆的 H29年度 都市計画課

・プロサイクルロードレースチーム宇都宮ブリッツェ
ンとの連携等により，施策事業を総合的に展開
・警察庁・栃木県警察本部が指定する自転車専用通行
帯の規制延長が全国一位

・本市特性を活かした独自のコンセプト
独自性

トップクラス
H22年度 道路建設課「自転車のまち宇都宮」の推進

取組名

げんきにごはん事業

自立分散型の再生可能エネル
ギー等の普及促進（家庭向け低
炭素化普及促進補助金）

取組名

ＮＣＣ推進に向けた
市街化調整区域の土地利用の
推進

都市空間・交通分野

産業・環境分野
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概　要 特　徴（選定理由） 区　分 開始年度 所管課

・誰もが納期内に市税を納めることができるよう，市
が行う納税意識の啓発や収納対策に対し，本市と連携
して従業員に積極的に働きかけを行う事業所を登録す
る制度
・登録事業所は，市が送付する税情報（メルマガやチ
ラシ等）の従業員への周知や口座振替の取りまとめな
どに協力
・市は，出前講座や市税相談，特に優れた取組を行っ
た事業所の表彰，PRなどを実施

・事業所と連携し，納付意識の醸成を図る本市独
自の取組

独自性 H30年度 納税課

・城址公園における爆破事件を教訓に，イベントの安
全確保を強化するため，「イベント開催における危機
対策の手引き」を改定し，計画・準備段階におけるイ
ベント会場や周辺の事前確認，警備体制，緊急連絡体
制のほか，イベント当日の巡回警備や注意喚起，危機
発生時の具体的な対策を示し，市や民間が実施するイ
ベントなどで活用を図り，イベント開催における危機
管理対策を推進

・全国の先駆けとなる取組
独自性
先駆的

H28年度 危機管理課

取組名

★市税納付推進協力事業所制
度の推進

イベント開催における危機管理
対策の推進

行政経営分野
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